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１．はじめに
　2020年の東京オリンピックの新種目や追加種目には、バスケットボー
ル３×３、自転車競技・BMXおよびフリースタイル、スケートボード、サー
フィン、スポーツクライミングなど現代の若者に人気のある種目が選ばれ
ている５）。ボウリングも新規追加競技として立候補したが、最終選考で選
外となった。公式な発表がないため落選の理由は不明ではあるが、若者の
人気が１つの判断材料となったであろうことは想像に難くない。
　我が国では60年代から70年代にかけてボウリングの一大ブームがあっ
た。しかし、その後はレジャーの多様化とともに衰退し、当時造られた施
設の老朽化もあり、ボウリング場も減少の一途にある１）。一方で近年、ボ
ウリングを中心とした複合型アミューズメント施設の若者に向けたテレビ
CMも目にするようになった。先に挙げたオリンピックの追加種目に見る
ように若者を引き付ける多様なスポーツが生まれている現代で、はたして
若者はボウリングをどのように見ているのであろうか。ボウリングに関す
る調査結果は、文部科学省７）や余暇総研３）が実施したものから拾うこと
はできるが、それらは順位のみであり、現代の若者がボウリングをどのよ
うに見ているのか、その詳細については不明である。
　そこで、“スポーツ考”10）として今回は、現代の若者（大学生）とボウ
リングに焦点を当て、アンケート調査を行ったのでその結果を報告したい。
２．調査方法
　調査は質問用紙を用いて2017年6月に実施した。対象者は大学生358名
であった。記入用紙はA4版１枚で表裏を使用した。質問事項は、基本事
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項（性別、年齢）、ボウリングのイメージ関する質問（①～⑩）、ボウリン
グの情報に関する質問（⑪～⑮）、ボウリング実施状況に関する質問（⑯
～㉔）、スポーツの好みに関する質問（㉕～㉖）であった。回答形式は選
択回答および自由回答（⑨、㉕、㉖）であった。
　<質問>①ボウリングをするのは好きですか、②ボウリングが上手くな
りたいと思いますか、③ボウリングは“格好良い”イメージがありますか、
④ボウリングは“健康的な”イメージがありますか、⑤ボウリングは“楽
しい”イメージがありますか、⑥ボウリングは“遊び”のイメージがあり
ますか、⑦ボウリングは“不健全な”イメージがありますか、⑧ボウリン
グはスポーツだと思いますか、⑨あなたが思うスポーツとはどのようなイ
メージのものですか（種目ではなく）、⑩ボウリングは若者よりも中高年
者がやるものだと思いますか、⑪我が国では1970代にボウリングの一大
ブームがありましたが知っていましたか、⑫プロボーラーと呼ばれる人た
ちがいることを知っていますか、⑬ボウリングは国民体育大会（通称国体）
の種目になっていますが知っていましたか、⑭ボウリングが2020年の東
京オリンピックの追加種目として候補（落選）に挙がったことを知ってい
ましたか、⑮本学でも以前、ボウリングの授業がありましたが、今もあれ
ば受けてみたいですか、⑯あなたは１年間にどのぐらいボウリングをしま
すか、⑰１回にだいたい何ゲームやりますか、⑱あなたの１ゲームの得点
はだいたい何点ぐらいですか、⑲ボウリングは誰と行くことが多いですか
（複数回答可）、⑳どのような目的でボウリングをしますか（複数回答可）、
㉑どのような施設でやりますか（複数回答可）、㉒あなたが初めてボウリ
ングをやったのはいつ頃ですか、㉓ボウリングをあまりやらない人の理由
は何ですか（複数回答可）、㉔ボウリングの料金は１ゲーム（現状570円）
いくらぐらいが妥当だと思いますか、㉕あなたがするのが好きなスポーツ
は何ですか（１番から３番まで好きな順に）、㉖見るのが好きなスポーツ
はなんですか（１番から３番まで好きな順に）。
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３. 結果
　対象者358名の平均年齢は19.9±08歳、性別および人数は男子学生178
名、女子学生180名であった。なお、本文中の括弧内の数値の単位はパー
セントである。
（１）好きなスポーツとボウリング
　「するのが好きなスポーツ（自由回答）」としては、男子の１位はサッカー
（20.0）、テニスおよび野球（ともに14.3）、２位はサッカー、バスケットボー
ルおよび野球（いずれも21.9）、３位は卓球（17.9）、野球、バドミントン
およびバレーボール（いずれも14.3））が多かった。女子で多かった種目は、
１位はバドミントン（17.4）、バレーボール（14.5）、テニスおよびバスケッ
トボール（ともに13.0）、２位はバレーボール（21.7）、バドミントン（18.3）、
バスケットボールおよびサッカー（ともに10.0）、３位はバドミントン
（21.7）、テニスおよびバスケットボール（ともに15.2）であった。上位となっ
たのは、いずれも学校で行っているスポーツであった。
　ボウリングは３位の種目に挙げられていたが、男子の3.6％、女子の2.2％
にすぎなかった。レジャー白書2017３）でも、今回の調査と同様にサッカー、
バドミントン、バレーボール、卓球といった学校で行っている種目がやは
り上位となっており、ボウリング（若年層10 ～ 20代）は男女ともに５位と
なっている。学校の体育の授業４）でボウリングを行っているところもある
が、ボウリング場の協力が不可欠であることなどから、ほんの一部に過ぎ
ないのが現状であると思われる（本学でも1991年から2003年まで実施）。
　学校と関連して、「ボウリングの授業があれば受けてみたいか」につい
ては、全体では「はい」50.0％、「いいえ」35.3％、「わからない」14.7％で、
半数が肯定的な回答であった。男女別に見ると、男子はそれぞれ47.4、
44.7および7.9％、女子は51.3、30.8および17.9％であった。「いいえ」の
否定的な回答は女子よりも男子のほうが多かった。
　ボウリングに限定しての回答は、「するのが好き」は男子61.5％、女子
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50.0％であった。「好きでない」は男女ともに１割程度、残りは「どちら
でもない」であった。ボウリングは「するのが好きなスポーツ」としては、
他のスポーツとの相対的な順位では決して高くはないが、すること自体は
半数以上の学生が好きなスポーツであった（図１）。文部科学省の体力・
スポーツに関する世論調査７）でも、手軽にできるボウリングは１年間に
行ったことのある運動・スポーツとしてはウォーキング、体操に次いで第
３位であり、年代別では20代の若者の割合が最も多くなっている。
図１　ボウリングをするのは好きですか（数値は％）
　「見るのが好きなスポーツ（自由回答）」では、男子の１位はサッカー
（31.3）、野球（21.9）、テニス（12.5）が多く、２位はサッカー（33.3）、
野球（22.2）、水泳（7.4）、３位はテニス（20.8）、野球（16.7）、サッカー
およびバレーボール（ともに12.5）であった。女子の１位は、バレーボー
ル（26.5）、サッカー（24.6）、野球（11.5）が多く、２位は野球（23.6）、
バレーボール（18.2）、テニス（16.4）、３位はサッカー（20.0）、野球、
テニスおよびバレーボール（いずれも10.0）であった。今回の調査では、
見るのが好きなスポーツとしてボウリングを挙げた男子はいなかった。女
子は３位の種目に挙げた学生もいたが、その割合（2.5）は低かった。
　このように現代の若者にとってボウリングは、「するスポーツ」としても、
また「見るスポーツ」としても、他のスポーツとの相対的な順位において
は高くはないが、すること自体は半数の若者が好きなスポーツである。
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（２）ボウリングに関する情報の認知度およびイメージ
　情報の認知度の関する質問で、2020年の東京オリンピックの追加種目の
候補となったことについては、「知っている」8.5％、「知らない」91.5％で、
知らない人がほとんどであった。また、国内最大の国民スポーツの祭典で
ある国体（国民体育大会）の種目であることは、「知っている」7.6％、「知
らない」92.4％であり、知らない人がほとんどであった。国体自体を知ら
ない若者も多いのではないかと思われる。一方、我が国でボウリングブー
ムがあったことを「知っている」は、全体で27.7％（男子34.2、女子
24.7）、「知らない」は72.3％（男子65.8、女子75.3）であった（図２）。今
回の調査対象者が生まれる数十年前の出来事にもかかわらず、約３割が
知っており、我が国のスポーツ文化史の中で、60年代から70年代にかけ
てのボウリングブームがいかに際立った出来事であったが窺える２）。また、
プロボーラーの存在については、「知っている」が93.3％（男子97.4、女
子91.4）と非常に高い割合であった（図２）。スポーツの人気は、スター
選手の存在の有無に大きく依存している。かつてのボウリングブームを牽
引したのも女子プロボーラーのスター選手たちであり２）、ボウリング＝プ
ロボーラーという認識が一般化しているのではないかと思われる。
図２　ボウリングの情報に関する認知度（数値は％）
左：プロボーラーと呼ばれている人たちが
いることを知っていますか
右：我が国では60年代から70年代にかけ
てボウリングの一大ブームがあったこ
とを知っていますか
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　ボウリングのイメージについては、「格好良い」は全体で25.2％（男子
28.9、女子23.5）、「いいえ」23.5％（男子31.6、女子19.8）、「特にこれといっ
たイメージがない」51.3％（男子39.5、女子56.8）であった（図３）。若者
に人気のあるスポーツは、先に挙げたオリンピックの追加種目に見るよう
に、“みた目の格好良さ”も大きな要素となっている。ボウリングについては、
格好良いというイメージをもっているのは４人に1人にとどまり多くはな
かった。一方、「楽しい」は全体で88.2％と高い割合であり、男女でほとん
ど差はなかった（図３）。「健康的」は「はい」30.3％、「いいえ」は31.1％
であった。「特にこれといったイメージがない」38.7％であった（図３）。夜
間も営業しているボウリング施設も多いが、「不健全」は1.7％、「いいえ」
が79.8％、「特にこれといったイメージはない」18.5％で、不健全とする回
答は非常に少なかった（図３）。近年では青春時代にボウリングブームを経
験した“団塊世代の人気再び”との報道11）もみられるが、「中高年齢者が
やるもの」については、男子26.3％、女子11.1％であった。ボウリングを中
高年齢者のスポーツという認識している学生は多くはなかった。
　「遊び」のイメージは93.4％と高く、男女間でほぼ差はなかった。一方、
「スポーツ」も79.8％と高く、男女差もほとんどなかった。スポーツのイメー
ジ（自由回答）については、身体を動かす（34.0）、身体を動かし競う（27.2）、
汗をかく（14.6）、激しく身体を動かす（11.7）、球技および楽しむ（とも
に4.9）、オリンピック種目（2.9）といったものであった。しかし、遊び
とする直接的な回答はみられなかった。多くの学生はスポーツを①身体を
動かすものである、②身体を動かして競うものである、と捉えており、ボ
ウリングも正にこれに該当し、“スポーツ”12）と見ていることがわかる。
また、スポーツには楽しむ、すなわち“遊び”の要素も含まれていること
から、ボウリングを遊びの要素が高いスポーツ、すなわち楽しむことを主
な目的とした“レクリエーショナル・スポーツ”13）と捉えているとみら
れる。“レクリエーショナル・スポーツ”であっても、ボウリングが「上
手くなりたい」は男子64.9％、女子47.0％で、男子のほうがその割合は高
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かった。女子は「どちらでもない」が３割を越えていた。
　このように現代の若者においてもプロボーラーの存在についての認知度
は高かったが、同様にプロが存在するサッカー選手などに抱く一般的なイ
メージとは異なり、「格好良い」は少なく、「楽しい」や「遊び」が多かった。
図３　ボウリングのイメージ（数値は％）
左上：「格好良い」、右上：「楽しい」、左中：「健康的」、右中：「不健全」、左下：「遊び」、右下：「スポーツ」
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（３）ボウリングの実施状況
　１年間の実施回数は、なし（０回）は男子15.8％、女子36.7％で、男女
で差がみられ、女子ほうが多かった。１回以上は、男子84.2％、女子
63.3％であった（図４）。回数として最も多かったのは、１回から３回（60.5）
であった。１回あたりのゲーム数は、男子３ゲーム（50.0）、女子２ゲー
ム（51.5）が最も多かった。１ゲームの得点は、男子100から120点（27.0）、
女子80から100点（25.0）が最も多かった。男子は女子よりも１回あたり
のゲーム数が多く、得点も高かった。
図４　１年に１回以上ボウリングをしたことがありますか（数値は％）
　誰と行くかは、男女ともに友達が最も多く（男子78.7、女子67.7）、次い
で男子はサークルの仲間（14.9）、女子は家族（18.3）であった（図５）。
ボウリングをあまりやらない人の理由としては、やる機会がない（44.6）、
お金がかかる（19.6）、上手くない（13.5）が比較的多かった。お金に関し
ては、妥当な1ゲームの料金としては500円（29.9）、300（26.5）円、現状
570円（22.2）、400円（11.1）、200円（7.7％）、100円（2.6％）の順であった。
　利用する施設としては、複合型アミューズメント施設（33.8）よりもボ
ウリング専用施設（66.2）のほうが多かった。
　ボウリングをする目的については、男子は「つきあい」（34.6）、「コミュ
ニケーション」（23.1）、「暇つぶし」（19.2）、女子は「コミュニケーション」
（41.0）、「つきあい」（27.0）、「気晴らし」（16.0）の順に多かった（図６）。
男女ともに「つきあい」と「コミュニケーション」で半数以上となってい
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る。「運動」は、男子5.8、女子は０％であった。また、競技スポーツ２）は
0.7％で、わずかであった。
図５　ボウリングは誰と行くか（数値は％）
図６　ボウリングをする目的（数値は％）
　初めて行ったのは、小学校が最も多く（74.8）、次いで中学校（16.5）
であった。未経験者は3.5％であり、ほとんどが大学までにボウリングを
経験していた。
　このように現代の若者のボウリングの実施状況は、多くが友達との繋が
横浜市立大学論叢人文科学系列　2017 年度：Vol.69　No.1
180
りやコミュニケーションを図ることを目的に年１回以上は行っていた。
４．おわりに
　我が国では、かつてスポーツ史に残る一大ボウリングブームがあった。
現代の若者が生まれる数十年前のことである。多様なスポーツが生まれて
いる現代において、はたして若者はボウリングをどのように見ているので
あろうか。本稿ではその調査結果について報告を行った。
　ボウリングは、いわば同じ球技であってもサッカーやバレーボール、テ
ニスなどとは違い、特別な練習やスキルがなくても、誰でも手軽に皆で楽
しむことができるスポーツである。それがゆえに同じプロが存在するス
ポーツであっても、現代の若者にとっては真剣に勝敗を競うスポーツ、す
なわち“競技スポーツ”としての認識が希薄であった。しかし、多様なス
ポーツが生まれている現代にあっても、ボウリングは遊び、友達とのコミュ
ニケーションを目的とする手軽な“レクリエーショナル・スポーツ”とし
て若者に受け入れられているのである。
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